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（評価凡例）
Ａ：試行は十分な成果があり、技術の導入効果や社会実装の実現性について高く評価できる
Ｂ：試行は一定の成果があり、技術の社会実装に向け今後の技術開発が期待される
Ｃ：試行は一定の効果があるが、技術の社会実装には更なる技術開発や課題解決が必要
Ｄ：試行に成果があったとは言い難い（該当無し）

【技術Ⅰ】
ＡＩ、ＩｏＴを始めとした新技術等を活用して土木又は建築工事における施工の労働生産性の向上を図る技術

【技術Ⅱ】
データを活用して土木工事における品質管理の高度化等を図る技術
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建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト

令和４年度評価結果
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No コンソーシアム 試行工事 総合評価

1

株式会社堀口組
北海道大学大学院情報科学研究院情報理工学部門
株式会社環境風土テクノ
株式会社建設IoT研究所
一般社団法人北海道産学官研究フォーラム
北海道大学大学院情報科学研究院システム情報科学部
門

深川留萌自動車道　留萌市　留萌道路維持除雪外一連
工事

A

2

大成建設株式会社
株式会社ジオファイブ
株式会社日本地下探査
東京大学

南摩ダム本体建設工事 A

3
金杉建設株式会社
株式会社アクティブ･ソリューション
株式会社創和

Ｒ４三郷・吉川河川維持工事 C

4
沼田土建株式会社
日本マルチメディア・イクイップメント株式会社
立命館大学

Ｒ２国道１４４号嬬恋権限代行改良他工事 B

5
鹿島建設株式会社
AI inside株式会社

大河津分水路新第二床固改築１期工事 B

6

株式会社ソミックマネージメントホールディングス
株式会社林工組
株式会社ジイケイ京都
きづきアーキテクト株式会社
株式会社ソミックトランスフォーメーション

令和２年度　浜松市立西部中学校校舎改築工事（建築
工事）

C

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト
試行技術の評価結果（技術Ⅰ）

技術Ⅰ：AI、IoTを始めとした新技術等を活用して土木又は建築工事における施工の労働生産性の向上を図る技術

2



No コンソーシアム 試行工事 総合評価

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト
試行技術の評価結果（技術Ⅰ）

技術Ⅰ：AI、IoTを始めとした新技術等を活用して土木又は建築工事における施工の労働生産性の向上を図る技術

7
株式会社大林組
KDDIスマートドローン株式会社

川上ダム本体建設工事 A

8

大成建設株式会社
成和コンサルタント株式会社
横浜国立大学
⼀般社団法人日本建設業連合会
パナソニックアドバンストテクノロジー株式会社
ソイルアンドロックエンジニアリング株式会社
ＫＹＢ株式会社
極東開発工業株式会社
エム・エス・ティー株式会社

大和御所道路橿原高田ＩＣランプ橋（ＡＰ２６他）下部工事 B

9
前田道路株式会社
株式会社日立ソリューションズ・テクノロジー

令和２年度　中国自動車道（特定更新等）千代田高速道
路事務所管内舗装補修工事

B

10

株式会社加藤組
株式会社EARTHBRAIN
コマツカスタマーサポート株式会社
西尾レントオール株式会社
関西大学

令和３年度鍵掛峠道路第７橋下部工事 A

11
株式会社フジタ
株式会社センシンロボティクス

令和元－４年度　横断道羽ノ浦トンネル工事 A

12

西松建設株式会社
ジオマシンエンジニアリング株式会社
株式会社sMedio
MODE, Inc.

令和２－５年度　窪川佐賀道路不破原トンネル工事 A
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No コンソーシアム 試行工事 総合評価

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト
試行技術の評価結果（技術Ⅰ）

技術Ⅰ：AI、IoTを始めとした新技術等を活用して土木又は建築工事における施工の労働生産性の向上を図る技術

13
株式会社NIPPO
住友建機株式会社
株式会社Momo

令和３年度　九州自動車道（特定更新等）　熊本高速道
路事務所管内舗装補修工事

A

14
清水建設株式会社
株式会社 Lightblue Technology
株式会社演算工房

熊本５７号　滝室坂トンネル西新設（二期）工事 B

A

A

15

五洋建設株式会社
大阪大学
株式会社ショージ
NSW株式会社
株式会社ネクストスケープ

熊本５７号笹原トンネル新設工事

【凡例】

A：試行は十分な成果があり、技術の導入効果や社会実装の実現性について高く評価できる

B：試行は一定の成果があり、技術の社会実装に向け今後の技術開発が期待される

C：試行は一定の成果があるが、技術の社会実装には更なる技術開発や課題解決が必要

D：試行に成果があったとは言い難い（該当無し）
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No コンソーシアム 試行工事 総合評価

1
大成ロテック株式会社
東京大学
株式会社エム・ソフト

Ｒ３国道６号住吉町電線共同溝工事 A

2
清水建設株式会社
株式会社AMDlab
株式会社三菱総合研究所

令和２年度　設楽ダム瀬戸設楽線トンネル工事 A

3
株式会社大林組
株式会社日南
東京大学

すさみ串本道路高富トンネル他工事 A

4
株式会社大林組
前田建設工業株式会社
フジミコンサルタント株式会社

令和３年度玉島笠岡道路干瓜川橋下部他工事 A

5

株式会社愛亀
株式会社環境風土テクノ
株式会社建設IoT研究所
宮城大学
北海道大学

令和３－４年度松二維持工事 A

6

株式会社西海建設
株式会社エル・エス・アイ
長崎大学
太洋技研株式会社

①長崎４９７号松浦３号跨道橋下部工外工事
②主要地方道長崎南環状線道路改良工事（４号橋下部
工Ｐ１・５号橋下部工Ｐ１）

C

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト
試行技術の評価結果（技術Ⅱ）

技術Ⅱ：データを活用して土木工事における品質管理の高度化等を図る技術
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No コンソーシアム 試行工事 総合評価

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト
試行技術の評価結果（技術Ⅱ）

技術Ⅱ：データを活用して土木工事における品質管理の高度化等を図る技術

7
五洋建設株式会社
大阪大学
株式会社ネクストスケープ

熊本５７号笹原トンネル新設工事 B

【凡例】

A：試行は十分な成果があり、技術の導入効果や社会実装の実現性について高く評価できる

B：試行は一定の成果があり、技術の社会実装に向け今後の技術開発が期待される

C：試行は一定の成果があるが、技術の社会実装には更なる技術開発や課題解決が必要

D：試行に成果があったとは言い難い（該当無し）
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建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト

令和４年度試行結果に関する報告会（オンデマンド形式）

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト
～ 令和４年度試行結果に関する報告会～

○令和４年度に現場で試行した技術のうち、１３件の技術について技術の概要、導入効果、達成状況等を報告

○掲載場所：国土交通省HP（https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000130.html）

○公開期間：令和６年３月２９日まで

番号 発表者 技術名

１ （株）加藤組 Smart土質判定システム

２ （株）大林組 ドローン無人飛行（レベル３）実証

３ （株）堀口組 AI/IoTを活用した除雪作業の改善による働き方改革

４ 五洋建設（株）
デジタルツインを活用した施工管理と遠隔臨場

デジタルツインによる施工状況監視と自動運転コントロール

５ 大成建設（株）
分布型光ファイバセンサを使って，施工中および施工後のコンクリート構造物の温度・ひず
み・ひび割れ変状などを面的にモニタリング管理する技術

６ 西松建設（株） AI濁水処理自動調整システム

７ （株）NIPPO 合材温度のセンシングと推論で、転圧温度管理を自動化する技術

８ （株）フジタ トンネル坑内自動巡視ドローンシステム

９ （株）大林組 光切断法による断面計測システム

１０ 清水建設（株）
ブロックチェーンを用いて受注者が収集した施工情報の信憑性を担保し、施工管理情報を
直接、検査へ活用可能とする契約情報及び出来形情報管理システムの開発

１１ （株）愛亀
①補修工事における映像から再構成した３次元点群の活用、②路面撮影映像による道路
損傷調査、③道路損傷調査データと補修記録のデジタルツイン化

１２ （株）大林組 次世代αシステム

１３ 大成ロテック（株） 電線共同溝⼯事における出来形評価・施⼯数量確認システム

発表の例（No.７（株）NIPPO）

発表の例（No.９（株）大林組）

（
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試行技術の特徴や適用条件等をまとめた技術集について、過年度の試行技術をとりまとめ公表してい
る。令和４年度試行技術についても今年度６月に追加した。

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001521181.pdf

【HP掲載先】国土交通省HP

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト

試行技術集
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建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト

令和５年度の予定

フェーズ１
（PoC・F/S支援）

フェーズ１

フェーズ２

フェーズ２
（実用化開発支援）

フェーズ３【新設】
（技術実証等）

出口の市場
(ゴール)

政府調達市場
等

【内閣府】フェーズ３
大規模技術実証支援・
トライアル発注・
生産設備投資支援

政策ニーズ

調達ニーズ

【国等の研究開発】

研究開発

課題設定

※SBIR指定補助金
等は、公募段階か
ら政策ニーズ・調達
ニーズに基づく研
究開発課題を設定

【SBIR指定補助金等】

研究開発支援等 政府調達

【SBIR政府調達手続の特例】

①一般競争入札におけ
る入札参加資格の
特例

②随意契約の特例

【現行制度】
フェーズ１：研究開発課題の内容を前提に、技術・シーズに基づくアイデアの検証を実施
フェーズ２：フェーズ１で実施したアイデアの検証結果を踏まえた 研究開発を実施

施策の目的・概要施策の目的・概要

施策の具体的内容施策の具体的内容

本事業はSBIR 制度（※）において、革新的な研究開発を行うスタートアップ等が社会実装に繋げ
るための大規模技術実証（フェーズ３）を実施し、我が国におけるスタートアップ等の有する先端技
術の社会実装の促進を図ることを目的として実施するものです。

※SBIR（Small Business Innovation Research）制度は、スタートアップ等による研究開発とその成
果の事業化を支援し、それによって我が国のイノベーション創出を促進することを目的とした制
度です。

中小企業イノベーション創出推進事業
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建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト

令和５年度の予定

一般社団法人 低炭素投資促進機構

基金設置法人

国立研究開発法人土木研究所
国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所

PwCコンサルティング合同会社

運営支援法人

国土交通省

プロジェクト

スタートアップ（補助対象）

大企業等 研究機関等

基金造成

業務委託(支払い等基金管理業務以外)

進捗管理等

支払い等
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建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト

令和５年度の予定

掲載場所：https://www.teitanso.or.jp/sbir-kokkou-hojo/
公開期間：令和５年８月３１日（木）～令和５年１０月１３日（金）正午

テーマ：建設施工・災害情報収集における高度化（省力化・自動化・脱炭素化）の技術開発・実証

内容：建設現場における施工管理の省力化・高度化技術の開発

中小企業イノベーション創出推進事業の公募が、８月３１日から開始となりました。
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